
〈特別シンポジウム〉

共通課題 農産物直売所 を中心 とす る地産地消の新段階
一 グローバル経済下におけるマーケティングの方向を考える一

座 長 池 上 甲 一

WTO農 業交渉 では,2003年3月 のモ ダ リテ ィー取

り'まとめ に 向 けて 各 国 の提案 が明 らか に な りつ つ

あ る.予 測 された よ うに,ア メ リガや ケア ンズ ・グ

ル ー プの農 業 交 渉 に 臨 む姿 勢 は農 産 物 貿易 の拡 大

に直結 す るよ うな成 果 の確 保 にあ る.こ れ らの 国々

は 自らの主張 を,「 グ ローバ リゼー シ ョン」 とい う名

の 下 に正 当化 しよ うと して い る.し か しこ の とこ

ろ,・そ のよ うな主張 は特殊 アメ リカ資本 主義的 な世

界 の論 理 に過 ぎ ない とい う論調 が力 を得 て き てい

る,「 ス ロー フー ド」 運動やマ ク ドナル ド社 の出店 を

阻 止 しよ うと した フ ラン ス のポ ヴェ氏 が 注 目を集

めてい るのも,農 業や 「食 」の分野 におけ る反 グロー

バ リズ ムが 広 い支 持 を集 めっ っ あ るか らに ほ か な

らない.

2002年 の特 別 シ ンポ ジ ウムのテ ー マ に 「地 産地

消 」を設 定 し,副 題 と して 「グ ロー バル 経 済下 に お

けるマ ーケ テ ィ ング」を付 したの は,そ の よ うな 問

題意 識 に基 づ いて い る.と くに,「 食」 へ の不信 が

輸入 ・国産 を 問わず に広が っ てい る.そ の よ うな 時

代 的背景 の 下,朝 市 ・農産 物 直売所 が 各地 に設 立 さ

れ,全 体 的 に着 実 な実績 を あげ てい る.だ か ら,直

売 所 に よ る農 産物 流 通 の 現段 階 的 特質 を明 らか に

し,さ らに直 売所 が 地域経 済 と地 域社 会 に対 して ど

の よ うな効 果 を与 えて い るの か につ い て も検 討 し

たい.そ こか ら,直 売所 の社 会経 済的 意義 と限界 を

実 証 的 ・理 論 的 に考察 し,同 時 に グローバ ル経 済 下

にお け る マー ケ テ ィ ン グの あ り方 と方 向 を模 索 し

たい とい うの が,座 長 と して の狙 いだ った.

そ こで,京 奈和 圏 で活 躍 してい る 「元気 な」3つ

の直 売 場 に報 告 を依頼 し,そ れ ぞ れ の運 営 方 式 と

その ポイ ン ト,担 い手 農 家 の タイプ,組 織化 状 況

従 来 の 市場 流 通 との 関係,消 費 者 の 需 要 につ い て

の理 解,地 域 の食 文 化 との 関係 な ど を報告 内容 と

して 盛 り込 ん で も ら うこ とに した.報 告 の構 成 は

次 の通 りで あ る.

第一 報告 「奈 良県 下 にお ける直 売所 の動 向」(奈

良 県農 業 技 術 セ ン タ ー 専 門 技術 員 の 寺 田孝 重 さ

ん).第 二報 告 「農 家 集 団 に よる道 の駅併 設 型 直売

所 の事 例一 奈 良県 『當 麻 の 家』一 」 農 事組 合 法 人

當麻 町特 産加 工組 合組 合 長 の安 本 昌義 さん).第 三

報 告 「農 協直 営型 直 売所 の 事例一JA紀 の里 フ ァー

マー ズ マー ケ ッ ト 『め っ けも ん広場 』一 」(「 め っ

けもん広 場 」店長 の川 原 義 史 さん).第 四報告 「地

域住 民連 携型 直 売所 の 事例一 京 都府 『華 工房 』一 」

(「21創 精塾 」委 員 ・主婦 の宇 野 由美 子 さん).

第 一報 告 で は,「 食 の歴 史 街道 」事 業 と農産 物 直

売所 の 関係 につ いて 報告 され た.県 下 には92の 朝

市 ・直売所(道 の駅 を含 む)が あ る.そ の形 態 はか

な り多様 なの で,営 業形 態 と運営 主体 の2点 に よっ

て整 理す る と,定 期 的 ・周年 営業 でJAま た は市町村

が 主体 の もの33(う ち,道 の駅5),定 期 的 ・周年 営

業 で農家組 合 主体 の もの23(う ち,道 の駅5),不

定期 ・季節 営業 でJA主 体 の もの22,不 定期 ・季節 営

業 で農家組 合 主体 の もの14に 分類 で き る.こ の う

ち84の 直売所 が,「 かつ らぎ神話 ロー ド」な ど8つ

の ロー ドとして結 ばれ て い る.こ の事業 の狙 い は,

直売 所や 食 材 を ネ ッ トワー ク化 して乗 数 的 な効 果

を生み 出す こ とにあ る.

第 二報 告 で は,「 當麻 の家 」 の成 立 ・発 展 過 程,

運 営 の特徴 と地域 経済 へ の効果 な どが 報告 され た.

「當麻 の家 」の運 営 主体 で あ る特産加 工組合 は1995

年 に農 家 と農 協 の 出 資 で始 ま っ たが,農 協 合併 を

機 に農 協 出資 を返 却 し,代 わ りに 農家 分 を増 資 し

て農 家集 団 に純 化 した.農 産物 ・加 工 品な どの販 売

の ほ か,食 堂 経 営,体 験 農 園 な どに よ る都 市 との

交 流 に もカ を入 れ て い る.農 産 物 販 売 の ポイ ン ト
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に して い る 「ま る ご と安 心,旬 の 味」 を担 保 す る

た め,組 合 内 に 「低 農 薬 考 査 委 員 会」 を設 け,普

及 セ ン ター の協 力 を得 て き ちん と した 技術 指 導 や

モ ニ タ リン グの仕 組 み を作 って い る.農 産 物 の 売

り上 げだ けで2億 を超 えてい る(2001年)が,そ

の うちの約7000万 円 が人件 費 と して 地元 農家 に還

元 され てい る.'

第 三報 告 で は,2000年11月 の開店 後,目 覚 しい

売 り上 げ を達 成 して い る和 歌 山 県打 出 町 の農 協 直

営 に よ る 「め っ け もん広 場 」 の狙 い,運 営 シス テ

ム のポイ ン ト,成 功 要 因 な どにっ い て報告 され た.

ここの狙 い は農 業振 興,市 場 外流 通 の拠 点形 成,高

齢者 と女性 の能 力活 用,消 費者 ニ ー ズへ の対応 の4

点 で ある.JA紀 の里 の選 果場 か らの出荷 品,他 地

区 の提携JAや 漁 協 の産 物,県 内 町村 の特 産 品 も販

売す るが,中 心 は地 元農 家(個 人 単位 で 登録 可能)

か らの 出荷 品 で あ る.出 荷登 録者 は2002年3月 現

在 で1500人 を超 えて い る.農 家 に対 す る基本 的 な

機 能 は 出荷 場所 の提 供 と決 済 で あ り,価 格 の設 定

も搬 入 も陳 列 も農 家 が 自分 で行 う.成 功 の ポイ ン

トは,出 荷 者 自身 が 「売 る力 」 を身 につ けて きた

こ と,す な わ ち 「売 れ る も の」 を見 出 し,値 ご ろ

感 の ある価格 設 定 がで き る よ うな シス テム にあ る 、

第 四報告 で は,京 阪 奈 学研 都 市 の 中心 で あ る京

都 府 精 華町 の朝 市 ・直売 所 に つい て,消 費者 の立 場

か らの期 待や かか わ り方 につ い て 報 告 され た.主

婦 に とって の農 業 とは 「食 べ 物 」 にほ か な らな い

が,さ らに そ の 向 こ うに 「人 の顔 が 見 え る」 と農

産物 に愛 着 が わ く.「 ば っ か り」 の旬 の 野菜 を 工夫

して料 理 す る と,そ の工 夫 や 作 っ た人 の こ とが 食

卓 の話題 とな り,食 卓 が賑 や か にな る.直 売 所 は,

消 費者 が農 家 と直 接 出 会 うこ とで そ う した 「お も

しろ さ」 と食 べ 物 に 対す る信 頼 と安 心 とい う 「心

地 よ さ」 を提 供 して くれ る.だ か ら,直 売 所 には

大 きな期 待 を持 って い る.

以上 の 報告 を踏 ま え て,東 京 農 業 大 学 の藤 島廣

二 さんが 総 括 的 に コメ ン トした.コ メ ン トの要 点

は3点 で あ る.第 一 の論 点 は直 売所 流 通 の特質 に

ついてであり,そ の地域にとっての意味はいろい

ろな点で大きいが,全 国的な流通に占める位置は

たかだか数%に 過ぎず,伝 統的市場流通に代替す

る可能性はたいへん低い.第 二の論点はそれにも

かかわらず,直 売所流通の拡大が農産物輸入の拡

大と対応しており,旬 ・新鮮・安全・安心というよう

な点において輸入増大への対抗策としての可能性

を持ちうるということである.ま た直売所の拡大

は既存小売店の減少 とも対応 してお り,こ の点で

消費者便益の確保に貢献 している.

第三の論点は直売所に関する課題である.直 売

所は消費地型と土産物型に分けられるが,前 者の

場合には多品目少量の品揃えが必要である.そ こ

で生産の組織化が求められるが,副 業段階を越え

て大型化すれば,と りわけ輸入への対抗策という

点から多品目少量による生産性の低さが問題とし

て露呈してくるのではないか.「めっけもん広場」

に見られるように直売所の商圏は意外に広いので,

早晩,直 売所間競争が発生する.ま た量販店との

競合問題も発生する.そ うなると,ま すます生産

性の向上が重要な課題になる.

その後,活 発な議論が展開されたが,報 告,コ メ

ン ト,議論を通じて,① 現段階においては直売所が

消費者の支持を受けていること,②農家と消費者の

それぞれにとって意義が認められること,③直売所

が人気を集めているので量販店や非流通企業の参

入が起こっていること,④直売所の新規開設やスー

パー化,あ るいは企業参入というような新段階に到

達していること,⑤ 直売所の市場規模がどれほどか

推定は難 しいが,そ のような新段階のもとでは多品

種生産と生産性のディレンマが生じること,な どの

諸点が明らかになった.と すれば,女 性 ・高齢者の

自立 というような社会的意義と地域農業の振興と

いう経済的意義を,消 費者厚生の向上という視点と

関連させながらどのようにバランスさせていくの

かを今後究明していかなければならない.

(筆者:近 畿大学)
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